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 要 旨 
アルコールと高血圧の相乗効果によって、脳卒中リスクが高まることが示唆されている。

しかしながらアルコール誘発性の高血圧の脳卒中発生・死亡への寄与は、異なる飲酒パタ

ーンの影響が別々に検討されていないため、実際観察されているものより大きい可能性が

ある。収縮期血圧におけるアルコール誘発性の一過性のピークは脳卒中の素因となる可能

性がある。最近の研究ではアルコール消費に関連した血圧上昇の時間推移を測定したもの

がある。この研究では、血圧で顕著な早朝のサージがありアルコール摂取と用量依存性が

あること、また喫煙と独立であることがわかった。高血圧の重症例の男性は、重度の過剰

飲酒に関連し、心血管疾患死亡率が 12 倍のリスク増加を示した。過剰飲酒は脳卒中の有意

な危険因子である。高血圧患者はアルコールの危険性について注意し、脳卒中すべてのサ

ブタイプのリスクを増加する理由から、過剰飲酒を避けるよう努めるべきである。 

 




